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黒沢川特定都市河川の指定
○ 黒沢川流域は、牛淵川と丹野川の堤防に囲まれた地域であり雨水が滞留しやすく内水被害が繰り返されていることか
ら、法的枠組みを活用したあらゆる関係者による流域治水を推進し、早期に浸水被害解消を図るため、令和７年３月
３１日に黒沢川を特定都市河川に指定した。
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牛淵川への合流点静岡県菊川市下平川字橋上５１１２番の１地先
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くろさわがわ

■菊川水系黒沢川が特定都市河川に指定されたことか
ら、菊川市・静岡県・国土交通省の３者で「流域水
害対策推進表明書取交式」を令和7年4月16日に開催
した
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幹川流路延長：
1.3km
流域面積： 3.3km2

対象自治体：菊川市
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黒沢川流域で考えられる対策
○ 国及び県では、河川整備（河道掘削、樋門改築等）を推進・検討する。

○ 菊川市では、流域対策として、棚草川遊水地と岳洋中学校での校庭貯留整備を推進・検討する。

○ 上記の対策の他、流域のあらゆる関係者の参画のもと、浸水被害対策を総合的かつ多層的に進める検討を行う。

【菊川市】
遊水地の設置

【静岡県】
河川整備の検討・適切な維持管理

【国交省】【菊川市】【農水省】
水田貯留等

【菊川市】【農水省】
ため池活用の検討

【菊川市】
立地適正化計画に基づく防災指

針の作成

【菊川市】
宅地嵩上げの促進

【静岡県】
防災アプリの整備

【国交省】【静岡県】【菊川市】
マイタイムラインの周知・作成

【国交省】【静岡県】【菊川市】
防災講演会の実施

【国交省】【静岡県】【菊川市】
企業BCP作成の相談・啓発事業

等を実施

【国交省】
排水ポンプ車の配備

【菊川市】
校庭貯留施設の設置（完成）

※1：対策メニューは今後の検討により
変更される可能性があります

黒沢樋門
改築

【国交省】
河川整備等の推進

（河道掘削、樋門改築等）

【国交省】【気象庁】
首長ホットラインの実施

【気象庁】
JETTの派遣

①氾濫量をできるだけ防ぐ・減らすための対策

②被害対象を減少させるための対策

③被害軽減、早期復旧、復興のための対策

2

【静岡県】
一定規模以上の

雨水浸透阻害行為の許可

【国交省】【静岡県】【菊川市】
貯留機能保全区域等の検討



■座長 （座長指名挨拶）

第1回 菊川水系黒沢川流域水害対策協議会 開催報告

■一般社団法人地域国土強靭化研究所顧問
末次 忠司

○協議会では、激甚化する水害への備えとして、水害対
策の計画について議論をしていきたいと思っている。

○黒沢川流域は浸水被害が生じやすい地形であるが、関
係機関が知恵を出し合い、力を結集することで被害を軽
減することができると考えているため、活発な議論をお
願いしたい。

■特定都市河川浸水被害対策法に基づき、第１回菊川水系黒沢川流域水害対策協議会を開催しました。
■「流域水害対策計画」の策定に向けて、流域の課題や今後のスケジュールを確認しました。

中部地方整備局

■協議会概要

■静岡県 （閉会挨拶）

■静岡県交通基盤部理事 望月 嘉徳
○激甚化する雨への対応には、流域治水の取り組みを確
実に実践することが重要であると改めて確認できた。

○黒沢川の浸水対策は、静岡県の流域対策の先駆けであ
り、今後の模範となり得るものと考えている。

○本日の議論を踏まえ、県としても、国、菊川市と一層
の連携を図り対応していきたい。

日 時：令和7年11月7日(金) 10時より
会 場：菊川市役所 東館３Ｆ会議室
次 第：菊川水系黒沢川流域水害対策協議会の規約について

特定都市河川の指定について
流域水害対策計画策定に向けて
今後のスケジュールについて

出席者：中部地方整備局局長 森本 輝（代理：河川部部長 髙畑 栄治）
静岡県知事 鈴木 康友（代理：交通基盤部理事 望月 嘉徳）
菊川市長 長谷川 寬彦
一般社団法人地域国土強靭化研究所顧問 末次 忠司
東海大学名誉教授 田中 博通
静岡地方気象台台長 山本 佳緒里
農林水産省関東農政局農林振興部長 西尾 利哉
（代理（ＷＥＢ）：農林振興部設計課課長 足立 徹）
平川地区防災連絡会会長 水野 貞幸

■国土交通省 （開会挨拶）

■中部地方整備局河川部部長 髙畑 栄治
○協議会メンバーとともに浸水被害対策を協議・検討
させていただき、水害に強い地域をつくるための
「流域水害対策計画」の策定に向けて進めていく。

○中部地方整備局としてもフラッグシップ事業として
しっかりと進めていきたいと考えているため、皆さ
まのご協力をお願いしたい。

■菊川市 （開会挨拶）

■菊川市長 長谷川 寬彦
○菊川では昔から河川として様々な恩恵も受けてきた
が、苦労もさせられてきた。そんな中、黒沢川を特
定都市河川に指定していただいた。

○菊川市では、校庭貯留や田んぼダム、貯留施設を作
る計画があり、しっかりと浸水被害対策を進めてい
きたいと考えている。

会議の様子

■菊川水系黒沢川
・幹川流路延長：1.3km
（大臣管理区間0.45km、県管理区間0.85km）
・流域面積：3.3km2
・対象自治体：菊川市

■委員からの主な意見

○市民にも伝わりやすいように、定量的に、対策
効果を見える化していくべきである。

○浸水しやすい田んぼ等の土地については、掘削
して貯留容量を増やしていくことや、貯留機能保
全区域に指定していくことを検討すべきである。


